
 

オミクロン株における学級閉鎖の考え方について 

令和４年２月３日 

 

 このたび、文部科学省通知（令和４年２月付事務連絡）によりオミクロン株の特性を踏

まえた学級閉鎖期間の考え方が示されました。本市におきましては、令和４年１月６日か

ら、既にオミクロン株の現状に適した方法によって運用しておりますので大幅な変更は

ありません。 文部科学省の基準及び本市の対応は以下の通りです。 

閉鎖① 濃厚接触者等の特定等全体像が把握できるまでの期間。（数日～５日間程度） 

閉鎖② 感染が拡大していると判断した場合。（閉鎖①と合わせて５日間程度） 

〈文部科学省基準（令和４年２月２日付）〉 

 

 

 

【本市の対応（令和４年２月２日以降）】 

閉鎖① ３日間程度の閉鎖①を実施。 

※ 保健所が逼迫しているため濃厚接触者の判断はしていない。（学校が候補を調査） 

※ ３日は、オミクロン株の潜伏期間の中央値。 

閉鎖② ２日間～４日間程度の閉鎖②を実施。 

※ 閉鎖①（３日間）＋閉鎖②（２日間）は文部科学省の基準（最大５日間程度）による。 

※ 閉鎖①（３日間）＋閉鎖②（４日間）＝７日間は、オミクロン株の潜伏期間の最大値。 

 

◎ 具体的な閉鎖期間については、学校長が学校医の意見を聞くなどして判断します。 

◎ 感染者が感染可能期間（発症２日前～療養解除まで）に登校していない場合は、閉鎖①はし

ません。 



【これまでの対応】 

〈文部科学省基準（令和３年８月２７日付け）〉 

閉鎖① 濃厚接触者等の特定等全体像が把握できるまでの期間。（数日～１週間程度） 

閉鎖② 感染が拡大していると判断した場合。（閉鎖①の後、５～７日間程度） 

 

〈本市の対応〉（令和３年８月２７日～令和３年１２月３１日） 

閉鎖① 学校生活で濃厚接触者は通常いないため閉鎖①はほとんど実施していない。 

※ 濃厚接触者の有無を保健所が判断。 

閉鎖② 校内で感染したと思われる例がなかったため閉鎖②も実施していない。 

 

〈本市の対応〉（令和４年１月６～２月１日） 

閉鎖① ３日間程度の閉鎖①を実施。 

※ 保健所は、逼迫しているため濃厚接触者の判断は困難。 

（学校が濃厚接触者の候補を調査） 

※ ３日間は、オミクロン株の潜伏期間の中央値。 

閉鎖② ４日間程度の閉鎖②を実施。 

※ 閉鎖①（３日間）＋閉鎖②（４日間）＝７日間は、オミクロン株の潜伏期間の

最大値。 

 

 


